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子どもと運動をテーマにした
様々な研究に取り組んでいます

ジュニア選手（陸上競技）の
育成に関する今後の展望

これまでの研究成果をもとに，陸上競技
の指導書や論文等を執筆してきました。

現在は，日本陸上競技連盟の支援を受
けながら，高校陸上競技選手を対象にし
た記名式のアンケート調査を実施してい
ます。県大会出場者から全国大会入賞
者まで幅広いレベルの選手を対象にして
おり，この研究で将来国際レベルになっ
た選手の青少年期の特徴を
明らかにできるかもしれま
せん。これは今後の選手
育成に有益な情報をもたらす
ことになると期待されています。

スポーツ選手を育成する前に，まずはス
ポーツに参加する子どもの人数を増やすこと
が不可欠です。学校や幼稚園といった場所で
は新しい運動刺激に触れる機会があり，そこ
でスポーツに興味を抱く可能性があります。
これまで，小・中学校や幼稚園の先生方と，
より魅力的で効果的な体育授業や運動プロ
グラムを開発してきており，成果の一部は，
国際的な研究雑誌にも掲載されました。

魅力的で効果的な体育授業や
運動プログラムの開発

幼児を対象にした
親子で行うボール
運動遊び研究

様々な投てき物を
用いた体育授業の
効果に関する研究
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